
学校番号 ３００７ 

令和２年度 工業科（電気系） 

 

教科 電気系 科目 通信技術 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 通信技術（実教出版） 

副教材 無線従事者養成過程用標準教科書「無線工学」、「法規」（情報通信振興会） 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

有線、無線通信の原理から通信機器の構造、取り扱いについて学習するとともに、 

無線従事者に必要な法規について学習していきます。 

 

 

２．学習の到達目標 

各種通信の原理について正確に理解しているか。 

通信に使用されている機器についての知識が身についたか。 

無線法規について正確に理解しているか。 

以上のような項目を到達の目標とする。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

通信に関連する技術に

興味・関心を持ってい

る。 

情報の加工・伝送に関

する学習に取り組み、

活用する意欲を持って

いる。 

 

 

通信技術について論理

的な考え方ができる。 

基礎知識を正確に理解

し、発展的な考え方が

できる。 

通信に利用されている

技術を正確に理解し、

発表したり報告書を作

成したりできる。 

通信技術における基本

的な理論を理解し、電

気的諸量の相互関係、

式の変形や計算により

適切に処理することが

できる。また、回路の

製作や信号波形の観測

などを正しく行うこと

ができる。 

有線、無線、画像通信

に関する知識が身につ

いている。 

入出力機器に関する基

礎知識が身についてい

る。 

通信関連法規の概要を

理解している。 

評
価
方
法 

授業態度 

提出物 

課題 

授業態度 

提出物 

定期考査 

授業態度 

提出物 

定期考査 

授業態度 

提出物 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

有
線
通
信 

「Ａ－Ｄ変換」 

「Ｄ－Ａ変換」 

「通信の多重化」 

○ ○ ○ ○ 

a:電波発生の仕組みや、無線通信

装置関連に関心を持ち、意欲的

に取り組んでいる。 

b:電波発生の原理ついて、図を用

いて説明ができる能力が身につ

いている。 

c:有線通信に関する信号変換を正

しい手順で行える。 

d:電波原理や通信装置に関する基

本的な知識を身につけている。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

定期考査の結

果。 

電
波
の
基
礎 

「電波の性質」 

「無線通信装置」 
○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

通
信
機
器
の
基
礎 

「通信方式」 

「電源」 

「変調と復調」 

「ＰＣＭ」 

○ ○ 〇 ○ 

a:通信機器や電波の伝搬に関心を

持ち、意欲的に取り組んでいる。 

b:電波の伝搬について、図を用い

て、他者に説明ができる能力が

身についている。 

c:空中線系におけるアンテナの種

類と特徴を理解し、使用周波数

に応じて選定できる。 

d:各種通信方式や電波伝搬に関す

る基本的な知識を身につけてい

る。 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

定期考査の結

果。 
電
波
の
伝
搬 

「空中線系」 

「電波伝搬」 
○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

電
波
に
関
す
る
法
規 

「電波法の目的」 

「無線局の免許」 

「無線設備」 

「無線従事者」 

○ ○  ○ 

a:電波法の目的や無線従事者に関

心を持ち、意欲的に取り組んで

いる。 

b:取り扱い周波数や使用電力によ

って必要な免許状を選定でき

る。 

c:電波に関する法規を理解し、法令

を遵守できている。 

d:電波に関する法規に関する基本

的な知識を身につけている。 

 

出席の状況。 

課題やノート

な ど の 提出

物。 

授業態度や積

極的な参加。 

定期考査の結

果。 

 


